
子供図書室　企画書
児童の　児童による　児童のための

令和７年度図書委員会

　昨年度から図書委員会を中心に「図書室大改造計画」を進めている。昨年度は、図書室自体を居心地の良
い空間にするためにスツールやテーブルを揃えた。それにより、床に座ったり寝転んだり、スツールに座っ
たりしてのんびりと本に出合う子供が増えた。
　今年度は、倉庫化していた図書準備室を整理し、児童の居場所とする「子供図書室計画」を進めている。
これは「大人視点」の図書室ではなく、内装から選書まで子供たちで考えるものである。そこには、今まで
の学校の図書室には置いていなかったような漫画や、現在韓国で流行しているような詩集も、子供たちにと
って世界を広げられる本の一種として置きたいと考えている。

図書委員選書の一例
スラムダンク（スポーツ、青春、友情）、

Dr.ストーン（科学、DIY）、ちはやふる（国語、友情）
約束のネバーランド（友情、愛情、成長、生物）、

ハイキュー（スポーツ、友情、成長）、ブルーロック（スポーツ、友情）
BLUE GIANT（音楽、成長、夢）、はたらく細胞（生物）

チ。（科学）、コウノドリ（家族愛）、放課後カルテ（家族愛、友達）
理科ダマン（理科）、薬屋のひとりごと（薬学）、あたしんち（家族愛）

宇宙兄弟（科学、成長）、動物のお医者さん（動物、愛、生命）
ONE PIECE（友情、成長、夢）　など

昨年度購入した家具の一例

現在の
図書準備室の様子

　昨年度、図書室を改造するに当たって、子供たちと共に蔵書点検を行った。すると昭和、平成初期など、
今の時代に合わない本が大量に存在することが分かった。未来を生きる子供たちにとって、本当に必要な本
は何なのか、それは大人が独断で考えることではなく、子供たちと共に考えるべきである。
　図書委員が選書した以下に挙げるような本（漫画）は、子供たちにとって世界を広げられる本であると考
えている。子供たちにとって「子供図書室」が第三の居場所となり、更に魅力溢れる空間にするために、
「特色ある学校づくり支援事業」の力を借りて成し遂げたい。

※図書室自体にも買わなければいけない本がたくさんあるため、学校の図書予算では子供たちが考える

　「子供のための図書室」を叶えることはできません。

予算を使って購入したいと考えているもの…（内装）カーペット、ソファ等　（本）漫画、詩集、写真集等
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